
連
歌
合
集
二
十
九
に
収
め
ら
れ
た
畳
字
連
歌
に
つ
い
て
、

ま
た
後
奈
良
天
皇
の
勧
喜
天
信
仰
の
こ
と
な
ど

岩

下

紀

之

1

　
先
年
、
愛
知
淑
徳
大
学
論
集
八
号
に
、
「
畳
字
連
歌
畳
字
索
引
稿
」

と
題
す
る
一
文
を
掲
載
し
た
が
、
そ
の
際
連
歌
合
集
に
収
め
ら
れ
る

畳
字
連
歌
を
見
落
し
て
い
る
こ
と
を
各
位
か
ら
指
摘
さ
れ
た
。
今
に

し
て
思
え
ば
、
す
で
に
福
井
久
蔵
「
和
歌
連
歌
俳
譜
の
研
究
」
に
、

　
　
天
文
二
年
六
月
八
日
興
行

　
　
夏
草
に
は
な
逸
興
の
さ
ゆ
り
哉
　
範
久

と
、
畳
字
連
歌
と
し
て
紹
介
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
っ
て
、
ま
す
ま
す

弁
解
の
余
地
の
な
い
不
注
意
で
あ
っ
た
。
そ
こ
で
本
稿
で
は
連
歌
合

集
二
十
九
（
国
会
図
書
館
蔵
）
に
収
め
ら
れ
る
畳
字
連
歌
を
翻
刻

し
、
作
者
等
に
つ
い
て
考
証
を
試
み
た
い
。
前
稿
の
索
引
稿
は
、
将

来
詳
し
い
連
歌
年
表
の
完
備
す
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
る
の
で
、

を
侯
っ
て
改
訂
す
る
も
の
と
し
た
い
。

2

そ
れ

　
連
歌
合
集
二
十
九
の
後
半
に
、
特
殊
な
賦
物
に
よ
る
連
歌
が
十
数

巻
、
年
代
順
に
お
さ
め
ら
れ
て
い
る
。
文
明
十
四
年
六
月
廿
二
日
の

源
氏
詞
連
歌
以
下
、
物
名
連
歌
、
魚
鳥
連
歌
、
草
木
連
歌
等
で
あ
っ

て
、
連
衆
か
ら
見
て
い
ず
れ
も
禁
中
に
お
け
る
作
品
と
思
わ
れ
る
。

そ
の
中
の
、
天
文
二
年
六
月
八
日
の
百
韻
、
天
文
十
七
年
八
月
†
八

日
の
千
句
第
八
、
第
九
（
不
完
全
）
が
畳
字
連
歌
で
あ
っ
て
、
後
文

の
翻
刻
に
見
る
通
り
で
あ
る
。
ま
ず
こ
の
両
度
の
連
衆
に
つ
い
て

「
公
卿
補
任
」
等
に
よ
っ
て
確
認
し
て
お
こ
う
。
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天
文
二
年
六
月
八
日
の
連
衆
の
、
句
上
げ
に
よ
る
名
称
を
上
に
示

し
、
そ
の
下
に
姓
名
年
齢
等
を
示
す
。
当
年
度
の
「
公
卿
補
任
」
に

見
え
な
い
人
物
は
、
後
年
の
記
述
か
ら
補
な
っ
た
が
、
一
々
記
さ
な

い
。
御
製
　
帥
大
納
言

　
菅
中
納
言

　
甘
露
寺
中
納
言

　
源
中
納
言

範
久

後
奈
良
天
皇

三
条
西
公
条

五
条
為
学

甘
露
寺
伊
長

庭
田
重
親

四
十
七

六
十
二

五
十
三
十
九

十
二
月
廿
四
日
辰
剋
、

高
倉
範
久
　
　
四
十
一

於
南
都
俄
莞

こ
の
う
ち
高
倉
範
久
は
非
参
議
従
三
位
で
あ
る
。

　
天
文
十
七
年
八
月
十
八
日
の
連
衆
は
、

御
製
　
曼
殊
院
宮

　
按
察

山
科
中
納
言

四
辻
中
納
言

左
大
弁
宰
相

鶴
寿
丸

基
孝
朝
臣

後
奈
良
天
皇

甘
露
寺
伊
長
　
六
十
五

前
大
納
言
、
十
二
月
光
日
莞

山
科
言
継
　
　
四
十
二

四
辻
季
遠
　
　
三
十
六

広
橋
国
光
　
　
二
十
二

持
明
院
基
孝
　
二
十
九

　
　
永
相
朝
臣
　
　
　
高
倉
永
相
　
　
十
八

　
　
長
雅
　
　
　
　
　
高
辻
長
雅
　
　
三
十
四

い
ず
れ
も
後
奈
良
天
皇
の
御
会
で
あ
る
が
、
十
五
年
の
へ
だ
た
り
が

あ
っ
て
は
、
両
方
に
参
加
し
て
い
る
の
は
天
皇
と
甘
露
寺
伊
長
の
み

の
よ
う
で
あ
る
。
後
者
は
、
天
文
十
七
年
に
死
去
し
て
い
る
。

　
な
お
天
文
十
七
年
の
曼
殊
院
宮
は
、
　
「
諸
門
跡
譜
」
に
よ
る
と
、

　
　
覚
恕
准
三
宮
。
後
奈
良
院
皇
子
。
後
柏
原
院
御
孫
。
母
刑
部
卿

　
　
親
就
女
。

と
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
こ
の
両
度
の
畳
字
連
歌
の
連
衆
は
、
後
奈

良
天
皇
に
親
胞
し
た
近
臣
と
、
実
子
の
法
親
王
か
ら
な
っ
て
い
た
の

で
あ
る
。

3

　
こ
の
両
度
の
興
行
は
、
い
ず
れ
の
場
合
も
禁
中
で
の
御
会
で
あ

り
、
当
時
の
記
録
に
よ
っ
て
も
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
ま
ず
、
天
文
二
年
六
月
八
日
の
「
御
湯
殿
上
日
記
」
に
は
、
こ
の

よ
う
な
記
述
が
あ
る
。

　
　
し
や
う
て
ん
の
御
ほ
う
ら
く
て
う
し
の
御
れ
ん
寄
御
さ
た
あ

　
　
り
o

日
付
と
「
て
う
し
」
と
の
一
致
か
ら
み
て
、
こ
の
連
歌
は
、
　
「
し
や

う
て
ん
」
、
す
な
わ
ち
大
聖
歓
喜
天
法
楽
を
目
的
と
す
る
興
行
で
あ
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る
こ
と
が
判
明
す
る
の
で
あ
る
。
天
文
十
七
年
の
千
句
に
は
、
連
歌

合
集
に
「
歓
喜
天
法
楽
」
と
明
記
さ
れ
て
お
り
、
同
じ
動
機
に
よ
る

興
行
で
あ
る
。
こ
こ
で
も
「
御
湯
殿
上
日
記
」
天
文
十
七
年
八
月
の

条
を
引
用
し
て
み
よ
う
。

　
廿
四
日
。
御
千
く
の
御
ほ
つ
く
さ
た
め
あ
り
。

　
†
六
日
。
け
ふ
よ
り
御
千
く
は
し
ま
る
。

　
廿
七
日
。
け
ふ
も
御
千
く
あ
り
。

　
廿
八
日
。
御
千
く
す
る
く
と
御
け
ち
く
わ
ん
に
て
。
御
し
よ
く

　
　
わ
ん
し
や
う
し
ゆ
と
め
て
た
し
く
。

　
こ
の
よ
う
に
見
て
く
る
と
、
両
度
の
畳
字
連
歌
は
と
も
に
歓
喜
天

法
楽
の
た
め
の
興
行
で
あ
る
が
、
法
楽
連
歌
と
し
て
は
あ
ま
り
類
例

の
な
い
も
の
と
思
わ
れ
る
。
少
な
く
と
も
、
北
野
法
楽
、
太
神
宮
法

楽
ほ
ど
に
は
一
般
的
で
な
い
の
で
あ
る
か
ら
、
ど
う
し
て
こ
の
頃
歓

喜
天
の
信
仰
熱
が
高
ま
っ
た
の
か
に
興
味
が
ひ
か
れ
る
の
で
あ
る
。

4

　
「
史
料
綜
覧
」
に
は
、
歓
喜
天
関
係
の
記
事
が
細
心
に
採
録
さ
れ

て
い
る
。
そ
れ
ぞ
れ
「
御
湯
殿
上
日
記
」
　
「
実
隆
公
記
」
コ
一
水
記
」

コ
言
継
卿
記
」
な
ど
を
典
拠
と
し
て
い
る
が
、
こ
れ
ら
日
記
を
つ
き

合
わ
せ
て
み
る
と
、
相
互
に
記
録
も
れ
が
あ
る
よ
う
で
あ
り
、
ま
た

「
史
料
綜
覧
」
に
も
落
ち
が
あ
る
。
け
れ
ど
も
、
前
代
の
後
柏
原

院
、
次
代
の
正
親
町
院
の
時
代
に
は
、
こ
の
信
仰
は
見
ら
れ
ぬ
も
の

で
あ
り
、
後
奈
良
天
皇
自
身
に
何
か
契
機
が
あ
っ
て
、
こ
の
よ
う
に

熱
心
な
活
動
が
行
な
わ
れ
た
も
の
と
考
え
る
。
こ
こ
で
は
多
数
の
記

録
例
か
ら
、
特
徴
の
あ
る
記
事
を
紹
介
し
て
み
よ
う
。

　
「
御
湯
殿
上
日
記
」
享
禄
三
年
八
月
十
六
日
条
に
、

　
　
し
や
う
て
ん
へ
こ
の
月
よ
り
御
代
く
わ
ん
を
ま
い
ら
せ
ら
る
s
。

と
あ
り
、
廷
臣
の
歓
喜
天
参
詣
は
こ
れ
が
初
見
の
よ
う
で
あ
る
。
ま

た
、
歓
喜
天
法
楽
の
連
歌
に
つ
い
て
も
、
　
「
御
湯
殿
上
日
記
」
享
禄

四
年
三
月
二
日
条
、

　
　
正
て
ん
の
御
ほ
う
ら
く
御
こ
人
す
に
て
御
れ
ん
寄
あ
そ
は
す
。

　
　
め
て
た
し
く
。

と
あ
り
、
　
「
実
隆
公
記
」
同
日
条
に
も
、

　
　
　
　
　
歓
喜
天

　
　
帥
参
内
、
御
法
楽
御
連
寄
、
　
隆
康
卿
両
人
、
　
執
筆
範
久
朝
臣

　
　
云
々
、
入
夜
退
出

と
あ
る
。
文
中
の
帥
が
、
実
隆
の
子
三
条
西
公
条
で
あ
る
。
こ
の
こ

ろ
か
ら
廷
臣
の
参
詣
、
法
楽
の
連
歌
興
行
が
定
例
行
事
と
な
っ
て
お

り
、
毎
月
の
よ
う
に
行
な
わ
れ
、
以
後
弘
治
三
年
の
後
奈
良
院
崩
御

ま
で
続
い
て
い
る
。

　
歓
喜
天
の
信
仰
に
つ
い
て
は
、
後
奈
良
天
皇
自
身
が
次
の
よ
う
に

書
き
残
し
て
い
る
。
　
「
後
奈
良
院
辰
記
」
天
文
五
年
二
月
か
ら
三
月

に
か
け
て
抜
き
書
き
し
て
み
よ
う
。

　
二
月
廿
三
日
、
梶
井
被
参
、
聖
天
之
法
施
秘
説
受
之
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廿
六
日
、
今
日
即
位
、
　
（
中
略
）
入
夜
畢
、
無
為
無
事
珍
重
也
、

　
神
慮
又
者
聖
天
応
護
無
疑
、
芳
以
種
々
立
願
也
、
千
秋
万
歳
1

　
1
、

　
三
月
†
八
日
、
陰
又
晴
、
即
位
立
願
、
歓
喜
寺
聖
天
に
三
条
中
納

　
　
言
、
勧
修
寺
中
納
言
、
広
橋
中
納
言
、
松
木
左
大
弁
宰
相
、
正

　
　
親
町
宰
相
中
将
、
高
倉
三
位
、
諸
仲
朝
臣
、
已
上
七
人
、
代
官

　
　
参
詣
也
、
撫
物
出
之
、
各
御
祈
祷
申
之
由
帰
京
申
、
珍
重
々

　
　
々
、

こ
れ
は
、
大
永
六
年
の
践
柞
以
後
十
年
に
し
て
、
よ
う
や
く
即
位
の

大
礼
を
挙
行
し
た
時
の
記
事
で
あ
る
が
、
そ
れ
を
「
聖
天
応
護
」
と

信
心
し
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
。
　
「
御
湯
殿
上
日
記
」
で
も
、
同
日
の

三
月
廿
八
日
に

　
　
御
し
よ
く
ゐ
の
御
り
う
く
わ
ん
に
て
、
お
と
こ
た
ち
七
人
御
代

　
　
官
に
て
正
て
ん
へ
ま
い
ら
る
s
。
御
は
つ
を
百
疋
ま
い
る
。
め

　
　
て
た
し
。

と
あ
る
。
さ
ら
に
同
書
天
文
八
年
九
月
十
七
日
に
も
、

　
　
御
り
う
く
わ
ん
の
御
事
あ
り
て
。
正
て
ん
へ
お
と
こ
た
ち
七
人

　
　
御
代
く
わ
ん
に
ま
い
ら
る
s
。
御
は
つ
を
百
疋
ま
い
る
。

と
あ
る
よ
う
に
、
信
仰
は
少
し
も
衰
え
て
い
な
い
。

　
歓
喜
天
に
代
参
し
た
こ
と
の
あ
る
公
家
衆
の
一
人
、
山
科
言
継

は
、
こ
の
よ
う
に
書
き
残
し
て
い
る
。
　
「
言
継
卿
記
」
天
文
十
三
年

五
月
四
日
条
に
、

　
　
禁
裏
御
代
官
詣
、
歓
喜
天
七
人
詣
、
広
橋
催
也
、
早
々
参
、
人

　
　
数
広
橋
、
権
中
納
言
、
烏
丸
、
予
、
左
中
弁
、
庭
田
、
極
藺
等

　
　
也
、
薄
牢
調
汁
同
道
也
、
於
歓
喜
寺
及
数
盃
酒
有
之
、
音
曲
等
有

　
　
之
、
帰
路
於
広
橋
亭
、
各
朝
喰
被
用
意
了
、

信
心
と
遊
興
が
一
体
に
な
っ
て
い
る
様
相
が
見
て
と
れ
る
。

5

　
歓
喜
天
法
楽
連
歌
の
現
存
し
て
い
る
も
の
は
、
か
な
り
多
い
。
本

稿
で
採
り
上
げ
た
畳
字
連
歌
の
ほ
か
に
、
奥
田
勲
氏
「
連
歌
作
品
年

表
稿
」
に
よ
れ
ば
次
の
作
品
を
指
摘
で
き
る
。

　
　
天
文
元
年
十
一
月
十
五
日
何
路
百
韻

　
　
天
文
二
年
二
月
二
十
九
日
何
木
百
韻

　
　
天
文
三
年
十
二
月
十
八
日
何
人
百
韻

　
　
天
文
十
年
正
月
三
十
日
何
船
百
韻

　
　
（
「
御
湯
殿
上
日
記
」
に
よ
り
歓
喜
天
法
楽
と
推
定
）

　
　
天
文
十
四
年
七
月
二
十
二
日
和
漢

　
　
（
コ
言
継
卿
記
L
に
よ
っ
て
歓
喜
天
法
楽
と
推
定
）

　
　
天
文
二
十
一
年
八
月
十
五
日
和
漢

こ
の
六
巻
の
う
ち
、
天
文
三
年
の
も
の
以
外
は
、
み
な
後
奈
良
天
皇

と
そ
の
近
臣
に
よ
る
興
行
で
あ
る
。

　
な
お
、
歓
喜
天
法
楽
連
歌
に
お
い
て
、
さ
ま
ざ
ま
な
賦
物
が
試
み
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ら
れ
て
い
た
こ
と
が
記
録
さ
れ
て
い
る
。
　
「
実
隆
公
記
」
天
文
二
年

三
月
十
五
日
条
、

　
　
帥
御
楽
御
連
寄
許
辮
・
参
入
、
々
夜
退
出

同
日
の
「
御
湯
殿
上
日
記
」

　
　
正
て
ん
の
御
ほ
う
ら
く
御
れ
ん
か
あ
そ
は
す
。
ほ
つ
く
菅
中
納

　
　
言
。
一
字
露
け
ん
の
御
連
歌
な
り
。

同
じ
く
コ
言
継
卿
記
L

　
　
五
過
時
分
御
会
に
参
、
聖
天
御
法
楽
也
、
百
韻
な
か
ら
一
字
露

　
　
顕
也
、
発
句
甜
触
納

こ
の
三
記
事
を
併
せ
読
め
ば
、
こ
の
日
コ
字
露
顕
L
の
歓
喜
天
法

楽
連
歌
が
興
行
さ
れ
、
当
時
と
し
て
は
異
例
に
も
、
百
韻
全
体
に
わ

た
る
賦
物
が
採
用
さ
れ
た
こ
と
が
判
明
す
る
。
さ
ら
に
同
じ
く
天
文

二
年
五
月
八
日
の
「
実
隆
公
記
」

　
　
今
日
法
楽
御
連
寄
、
静
娼
破
帥
・
相
公
執
筆
、
参
入
、
々
夜
退
出
、

同
日
の
「
御
湯
殿
上
日
記
」

　
　
こ
の
月
正
て
ん
の
御
ほ
う
ら
く
の
御
く
わ
い
の
御
さ
た
あ
り
。

ま
た
同
年
十
月
二
十
九
日
コ
言
継
卿
記
L

　
　
禁
裏
聖
天
御
法
楽
之
御
連
歌
之
間
祇
候
、
御
人
数
御
製
、
帥
大

　
　
納
言
、
菅
中
納
言
、
甘
露
寺
中
納
言
、
源
中
納
言
、
高
倉
三

　
　
位
、
予
執
筆
也
、
六
過
時
分
迄
候
了
、
発
句
、

　
　
　
残
れ
菊
梅
は
花
ま
つ
冬
の
庭
　
　
　
　
　
帥
大
納
言

　
　
　
し
く
れ
て
晴
る
軒
の
玉
垂
　
　
　
　
　
　
御
製

　
　
韻
字
齪
傭
之
連
歌
也

こ
の
よ
う
に
、
天
文
二
年
に
お
い
て
、
　
一
字
露
顕
、
伊
呂
波
、
韻

字
、
そ
れ
に
本
稿
に
翻
刻
し
た
畳
字
、
と
い
う
よ
う
に
、
百
韻
全
体

に
わ
た
っ
て
の
賦
物
が
試
み
ら
れ
て
い
た
。
本
稿
の
も
う
一
つ
の
翻

刻
の
、
天
文
十
七
年
の
歓
喜
天
法
楽
千
句
も
、
連
歌
合
集
二
十
九
に

よ
れ
ば
、
第
二
は
三
代
集
詞
連
歌
、
第
六
は
草
木
連
歌
と
な
っ
て
い

る
。　
そ
の
他
、
天
文
五
年
ご
ろ
か
ら
、
和
漢
が
興
行
さ
れ
る
こ
と
が
多

く
な
っ
て
き
た
。
同
年
十
二
月
十
五
日
の
「
御
湯
殿
上
日
記
」
に
こ

う
あ
る
。

　
　
正
て
ん
の
御
ほ
う
ら
く
に
御
わ
か
ん
あ
り
、

　
ま
た
、
畳
字
連
歌
で
は
、
連
衆
の
同
士
で
の
な
ま
の
や
り
と
り
を

書
き
と
め
る
こ
と
に
、
さ
ほ
ど
抵
抗
が
な
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
拙

稿
「
畳
字
連
歌
畳
字
索
引
稿
」
に
お
い
て
、
河
野
記
念
館
本
畳
字
連

歌
の
例
を
指
摘
し
た
が
、
こ
こ
で
も
二
三
論
じ
て
み
よ
う
。
天
文
十

七
年
の
千
句
第
八
、
三
裏
の
五
句
六
句
目

　
　
山
科
の
山
の
岩
ね
は
堅
固
に
て

　
　
そ
め
ぬ
松
を
も
し
く
れ
催
促
　
　
　
　
　
　
　
軸
欄
言

山
科
の
地
名
を
出
し
た
御
製
に
対
し
て
、
山
科
中
納
言
が
さ
り
げ
な

く
応
じ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
同
じ
く
三
裏
十
四
句
か
ら
名
残
表
二
句

目
ま
で
、

　
　
い
の
る
か
う
へ
に
な
を
や
立
願
　
　
　
　
　
　
按
察
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依
惜
な
き
や
世
に
も
な
か
く
は
た
も
つ
ら
ん
　
軸
縦
言

　
　
さ
ら
に
こ
の
た
ひ
歓
喜
し
て
け
り

こ
こ
で
は
院
の
歓
喜
天
信
仰
の
経
緯
を
知
る
も
の
同
士
の
や
り
と
り

が
展
開
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
。
　
「
歓
喜
」
と
い
う
語
が
打
越
の

「
立
願
」
と
あ
ま
り
離
れ
て
お
ら
ず
、
望
ま
し
く
な
い
の
で
あ
る

が
。
同
じ
く
名
残
表
十
三
句
十
四
句
目
か
ら
裏
の
一
句
目

　
　
つ
く
杖
に
か
s
る
も
老
の
鹸
力
に
て

　
　
な
を
万
年
を
あ
ふ
く
わ
か
君
　
　
　
　
　
敦
撤
弁

　
　
つ
か
ふ
る
に
身
の
昇
進
も
あ
り
ぬ
へ
し
　
軸
綱
言

院
の
歎
老
の
句
に
対
し
て
、
す
か
さ
ず
長
寿
を
祝
い
、
さ
ら
に
自
ら

の
昇
進
を
期
待
す
る
等
、
ま
こ
と
に
日
常
的
、
か
つ
散
文
的
に
思
わ

れ
る
が
、
こ
れ
は
こ
れ
で
院
と
廷
臣
の
や
り
と
り
を
偲
ば
せ
る
。

　
な
お
、
宗
牧
の
「
当
風
連
歌
秘
事
」
に
、

　
　
只
今
、
京
都
に
は
兼
載
の
風
よ
り
以
来
、
宗
長
・
宗
碩
以
来
、

　
　
発
句
な
ど
出
で
来
候
へ
ば
、
五
、
三
日
以
前
よ
り
一
順
を
文
箱

　
　
に
入
れ
て
、
人
衆
の
次
々
へ
送
り
侍
る
也
。
し
か
る
間
、
い
つ

　
　
れ
も
好
士
の
宿
へ
持
参
し
て
談
合
す
る
也
。
こ
と
さ
ら
、
初
心

　
　
・
遅
口
の
人
は
俄
に
案
ず
る
事
、
難
レ
叶
故
、
　
前
座
に
そ
の
沙

　
　
汰
あ
る
べ
し
。

　
　
　
　
　
　
　
（
日
本
古
典
文
学
全
集
「
連
歌
論
集
」
に
よ
る
）

と
あ
り
、
木
藤
才
蔵
氏
は
こ
れ
を
根
拠
と
し
て
、
　
「
宗
長
・
宗
碩
の

両
人
が
連
歌
界
の
指
導
者
と
な
っ
た
永
正
頃
か
ら
あ
と
の
京
都
に
お

け
る
連
歌
運
営
の
方
法
を
伝
え
た
も
の
」
　
（
「
連
歌
史
論
考
」
下
）

と
推
定
さ
れ
る
。
歓
喜
天
法
楽
連
歌
に
つ
い
て
も
こ
れ
を
裏
付
け
る

記
述
を
見
出
し
た
。
　
「
言
継
卿
記
」
天
文
十
四
年
八
月
の
条
を
抜
い

て
み
る
。

　
　
十
六
日
、
従
来
十
一
日
、
於
禁
中
聖
天
御
法
楽
御
千
句
有
之
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
予
発
句
称
名
院
へ
罷
向
談
合
候
、
客
人
有
之
由
候
間
申
置
了
、

　
　
十
九
日
、
九
時
分
参
内
、
竹
内
殿
、
称
名
院
、
按
察
、
三
条
大

　
　
納
言
、
予
、
大
蔵
卿
、
四
辻
中
納
言
、
高
倉
宰
相
、
国
光
朝
臣

　
　
等
参
、
御
千
句
之
発
句
被
定
候
、
同
脇
第
三
各
仕
了
、
第
一

　
　
之
一
順
迄
各
仕
了
、
於
番
衆
所
各
一
蓋
有
之
、
暮
々
退
出
了
、

八
月
十
六
日
に
発
句
の
準
備
、
十
九
日
に
は
人
衆
が
談
合
し
て
一
順

ま
で
仕
あ
げ
て
い
る
の
で
あ
る
。
以
後
廿
一
日
か
ら
廿
三
日
ま
で
千

句
が
興
行
さ
れ
、
言
継
は
第
一
何
路
か
ら
追
加
ま
で
の
三
物
を
記
録

し
て
い
る
。
も
っ
て
当
時
の
連
歌
興
行
の
実
態
を
想
像
す
る
こ
と
が

で
き
る
の
で
あ
る
。

6

　
さ
て
こ
の
よ
う
に
信
仰
さ
れ
た
歓
喜
天
が
、
ど
の
よ
う
な
神
仏
で

あ
る
の
か
。
中
村
元
「
仏
教
語
大
辞
典
」
に
よ
れ
ば
、
　
「
大
自
在
天

の
子
、
章
駄
天
の
兄
弟
と
さ
れ
た
。
形
像
に
は
象
頭
人
身
の
単
身
と

双
身
（
夫
天
は
象
頭
、
婦
天
は
猪
頭
も
あ
る
）
と
が
あ
る
。
双
身
に
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は
夫
婦
の
抱
く
像
が
あ
っ
て
、
財
宝
・
和
合
の
神
と
さ
れ
、
水
商
売

の
尊
信
が
厚
く
、
民
間
信
仰
が
盛
ん
で
あ
る
L
と
の
こ
と
で
あ
る
。

か
な
り
奇
怪
な
、
皇
室
と
は
あ
ま
り
縁
の
な
さ
そ
う
な
神
格
に
み
え

る
。
後
奈
良
天
皇
の
即
位
に
際
し
、
霊
験
が
あ
ら
た
か
で
あ
っ
た
の

で
あ
ろ
う
が
、
も
と
よ
り
具
体
的
な
事
情
は
明
ら
か
で
な
い
。

　
ま
た
寺
院
と
し
て
の
歓
喜
天
は
、
　
「
京
羽
二
重
」
巻
三
に
、

　
　
○
聖
天
宮
　
洛
陽
大
宮
安
居
院
の
西

　
　
面
相
象
形
に
し
て
陰
陽
の
御
神
也
諸
願
い
の
る
に
験
あ
ら
ず
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ク
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ト

　
　
云
事
な
し
と
そ
寺
号
名
二
北
向
山
歓
喜
寺
一

そ
の
他
「
山
州
名
跡
志
」
巻
之
二
十
一
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
リ
　
　
　

リ
ア
グ
イ
リ
ノ
　
　
ニ

　
　
○
北
向
山
歓
喜
寺
　
在
二
上
立
売
通
安
居
院
通
西
二
町
一
　
宗

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ス

　
　
旨
真
言
　
門
南
向
二
堂
西
向
本
尊
歓
喜
天
斑
讃
赫
　
作
　
弘
法
安
二

　
　
厨
手

　
　
○
当
寺
ハ
嵯
峨
天
皇
御
勅
願
。
開
基
弘
法
大
師
。
古
寺
境
方
四

　
　
町
也
云
々

右
に
い
う
寺
で
あ
ろ
う
。

　
　
凡
例

一
、
翻
刻
は
漢
字
は
通
行
の
字
体
を
用
い
、
仮
名
遣
は
原
本
の
ま

ま
で
あ
る
。

一
、
　
（
）
の
中
の
懐
紙
の
数
は
私
意
に
よ
る
。
連
歌
合
集
本
は

　
一
頁
を
懐
紙
一
面
に
あ
て
て
表
記
し
て
い
る
の
で
、
こ
れ
は
同

時
に
頁
の
変
わ
り
目
を
示
す
こ
と
に
な
る
。

一
、
千
句
の
第
九
第
八
の
順
は
原
本
の
ま
ま
で
、
翻
刻
も
そ
の
順

序
に
従
っ
た
。

一
、
翻
刻
を
許
可
さ
れ
た
国
立
国
会
図
書
館
に
謝
意
を
表
す
る
。

　
天
文
二
年
六
月
八
日

　
　
畳
字
連
歌

　
夏
草
に
は
な
逸
興
の
さ
ゆ
り
哉

　
露
は
無
辺
に
を
け
る
す
s
し
さ

　
野
を
と
を
み
月
に
俳
徊
夜
は
深
て

　
き
け
は
お
り
し
も
鳩
の
音
信

　
秋
に
な
る
旅
の
苦
労
を
お
も
ひ
や
り

　
こ
ゆ
へ
き
山
の
み
ち
は
莫
×

　
今
朝
か
す
み
た
つ
は
普
迦
の
袖
な
ら
て

　
自
由
に
ゆ
く
や
こ
ほ
り
と
く
水

（
一
ウ
）

　
測
荘
と
春
の
海
つ
ら
う
ち
な
か
め

　
そ
れ
か
と
あ
ま
の
家
は
希
有
な
り

　
も
の
い
ふ
も
世
の
風
俗
に
う
つ
り
き
て

　
卒
ホ
に
み
る
を
い
か
s
た
の
ま
む

　
思
案
に
も
ま
か
せ
ぬ
や
た
s
恋
こ
s
ろ

　
避
遁
に
し
も
と
は
s
と
へ
か
し

　
花
さ
け
は
い
つ
く
の
か
け
も
美
麗
に
て

範
久

甘
露
寺

申
納
言

菅
中
納
言
源
中
納
言
甘
露
寺

申
納
言

納源中甘中菅
言中納露納
　　言寺言

帥
大
納
言
甘
露
寺

中
納
言

菅中
納
言

帥
大
納
言
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温
和
な
る
こ
そ
春
の
空
な
れ

　
蝶
鳥
の
誘
引
し
つ
s
あ
そ
ふ
日
に
　
　
　
範
久

　
お
も
ふ
と
ち
の
む
酒
の
張
行
　
　
　
　
　
綱
款

　
い
ま
し
め
を
た
も
つ
こ
s
ろ
は
殊
勝
に
て
縮
訓

　
ふ
り
た
る
寺
も
き
よ
き
荘
厳
　
　
　
　
　
柑
嬬
詩

　
赫
変
と
み
え
こ
そ
わ
た
れ
月
の
か
ほ
　
　
㎜
評

　
秋
に
う
と
き
や
人
の
等
閑
　
　
　
　
　
　
酬
猷

（
二
）
も
れ
そ
め
は
暫
時
も
つ
ら
し
袖
の
露
紫
冒
。

　
深
重
に
の
み
お
も
ふ
行
末

　
か
そ
い
ろ
の
養
育
せ
し
に
お
ひ
た
ち
て
　
纐
訓

　
君
に
ご
s
ろ
の
疎
略
も
そ
な
き
　
　
　
　
酬
散

　
廉
直
の
外
に
は
み
ち
も
あ
ら
し
か
し
　
　
特
纒
詩

　
ま
な
ひ
と
ふ
に
も
う
き
は
蒙
昧
　
　
　
　
噸
納
言

　
と
も
し
火
の
ふ
く
る
も
し
ら
ぬ
閑
談
に

　
　
　
マ
こ

　
物
忽
に
な
る
夜
は
の
松
風
　
　
　
　
　
　
紺
嬬
酷

　
み
す
は
又
後
悔
な
ら
む
花
に
き
て

　
月
分
明
に
か
す
む
夕
暮
　
　
　
　
　
　
　
範
久

　
雲
路
に
も
逗
留
せ
す
や
か
へ
る
鷹
　
　
　
纐
計

　
こ
s
う
な
く
さ
む
春
の
眺
望
　
　
　
　
　
輔
納
言

　
　
つ
り
舟
の
不
断
に
う
か
ふ
浪
の
上

　
造
作
な
く
て
も
よ
を
を
く
ら
は
や
　
　
　
酬
猷

（
。
。
ポ
み
わ
ふ
る
身
の
退
屈
を
い
か
三
ん
柑
艦
詩

と
は
ぬ
遺
恨
そ
ま
さ
り
も
て
ゆ
く

忘
れ
し
と
お
も
ふ
無
益
の
た
の
み
し
て

た
か
一
こ
と
か
真
箇
な
る
ら
む

う
か
れ
め
に
酩
酊
し
た
る
人
お
ほ
み

こ
よ
ひ
月
み
る
里
は
勿
論

霜
そ
う
つ
遠
の
き
ぬ
た
の
微
音
に
て

冷
然
な
る
や
む
し
も
鳴
ら
む

警巽轍警襲響菅菅中
納
言

掃
除
す
る
あ
と
に
木
の
は
の
ち
り
み
た
れ
酬
計

　
山
は
あ
ら
し
の
風
も
常
住

　
な
れ
ゆ
け
は
う
き
宿
習
も
忘
る
ら
ん

　
か
は
す
こ
と
は
の
蔑
如
な
き
人

　
契
約
の
末
か
は
る
な
と
お
も
ふ
身
に

　
尋
常
な
れ
や
す
め
る
琴
の
ね

（
三
）
　
つ
た
へ
く
る
み
ち
は
調
諌
あ
さ
か
ら
て

　
除
慶
あ
り
け
り
家
く
の
風

　
お
こ
た
ら
ぬ
祈
念
を
神
や
う
け
て
ま
し

　
天
を
あ
ふ
け
は
歓
喜
と
そ
な
る

　
　
　
　
　
　
マ
マ
　

　
わ
か
こ
s
ろ
遍
述
し
つ
s
人
は
し
れ

　
お
も
ふ
あ
た
り
は
須
奥
も
わ
す
れ
す

　
往
来
の
み
ち
所
せ
く
は
な
さ
か
り

　
不
定
な
る
も
や
う
く
ひ
す
の
や
と

　
寂
莫
と
か
す
め
る
軒
に
雨
お
ち
て

源
中
納
言

帥
大
納
言
菅中
納
言

源
中
納
言

申菅中甘
納　納露
言　言寺

納帥納源中菅中甘納帥
言大言中納　納露言大
　　　　言　　言寺
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あ
さ
な
夕
な
に
山
は
縦
横

　
く
も
り
な
く
広
大
な
る
や
日
の
ひ
か
り

　
月
は
孤
独
の
身
を
も
あ
は
れ
め

　
ま
ち
わ
ひ
て
行
道
す
れ
は
秋
さ
む
み

　
岩
の
は
さ
ま
も
露
は
姻
慢

（
三
ウ
）

納帥中菅中甘
言大納　納露
　　言　言寺

か
し
こ
ぎ
も
依
枯
に
や
あ
と
を
か
へ
す
ら
ん

　
う
へ
け
む
竹
を
自
愛
す
る
か
け

　
奇
瑞
を
も
あ
ら
は
す
鳥
の
世
に
出
て

　
人
の
な
つ
く
も
威
徳
な
ら
す
や

　
懸
隔
に
い
ひ
は
な
た
る
s
身
も
つ
ら
し

　
覚
悟
の
外
の
う
ら
み
も
そ
そ
ふ

　
山
取
初
よ
り
つ
も
れ
る
雪
の
み
ち
た
え
て

　
年
豊
饒
に
も
お
も
ふ
こ
と
く
さ

　
春
は
あ
れ
と
贔
屓
は
秋
の
空
な
れ
や

　
掲
焉
に
み
ゆ
み
ね
の
も
み
ち
は

　
琢
磨
せ
る
た
ま
も
し
か
し
の
月
か
け
に

　
風
蒲
颯
と
露
そ
こ
ほ
る
s

　
む
ら
し
く
れ
は
れ
つ
る
雲
の
違
変
し
て

　
あ
た
な
る
う
へ
そ
始
終
し
ら
れ
ぬ

．
名
．
う
き
中
や
な
を
執
心
の
の
こ
る
ら
む

　
　
　
マ
マ
　

　
忘
布
せ
ぬ
は
み
え
し
お
も
か
け

　
夢
ち
さ
へ
戴
難
な
れ
や
か
り
枕

源
中
納
言
菅中
納
言

範
久
甘
露
寺

中
納
言

帥
大
納
言

中甘納帥中菅
納露言大納
言寺　　　言

中菅納帥中甘納源納帥中菅
納言大納露言中言大納
言　　　　言寺　　　　　言

　
容
易
に
あ
く
る
夜
こ
そ
お
し
け
れ

　
比
類
な
き
声
し
も
あ
か
ぬ
ほ
と
s
き
す

　
わ
け
い
る
山
の
雲
も
重
畳

　
水
か
み
は
混
合
し
た
る
瀧
お
ち
て

　
夕
か
せ
あ
ら
き
は
な
は
散
乱

　
故
郷
の
垣
ほ
修
理
す
る
春
の
草

　
誹
分
な
り
け
り
雪
の
む
ら
き
え

　
ゆ
く
人
も
し
は
し
と
月
に
貯
立
し
て

　
秋
に
な
に
か
は
感
慨
の
ほ
か

　
う
ら
か
れ
を
堪
忍
か
ほ
の
き
り
く
す

　
狭
少
な
る
も
す
み
と
こ
ろ
な
り

（
名
ウ
）

中甘納帥
納露言大
言寺

納帥中甘納源
言大納露言中
　　言寺

納源納帥中菅
言中言大納
　　　　言

隠
居
せ
は
と
は
か
り
お
も
ふ
あ
ら
ま
し
に
輔
納
言

き
よ
き
こ
s
ろ
を
し
る
そ
簡
要
　
　
　
　
㈱
散

結
縁
も
け
に
あ
さ
か
ら
ぬ
法
の
場
　
　
　
紺
纏
詩

の
ち
も
わ
す
れ
し
人
の
鴻
恩

な
さ
け
あ
る
会
釈
ひ
と
つ
を
身
に
し
り
て
㈱
計

数
寄
の
さ
ま
や
と
み
え
は
は
つ
か
し
　
　
棚
計

風
流
に
か
く
る
あ
ふ
ひ
の
玉
す
た
れ

む
か
し
も
か
く
や
拝
趨
の
道
　
　
　
　
　
輔
納
言

御
製
廿
一
句

　
帥
大
納
言
　
　
十
二

　
菅
中
納
言
　
　
廿
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甘
露
寺
中
納
言
十
八

源
中
納
言
　
　
十
三

範
久
　
　
　
　
六

　
天
文
十
七
年
八
月
十
八
日

　
　
歓
喜
天
御
法
楽

　
　
　
第
九

　
　
畳
字
連
歌

　
芳
問
を
ま
た
る
s
雪
の
朝
哉

　
遊
興
ま
れ
の
冬
の
や
ま
里

　
か
た
ら
ふ
も
た
s
酩
酊
の
う
ち
に
し
て

　
あ
か
ぬ
友
を
や
し
は
し
抑
留

　
五
月
雨
の
ひ
ま
や
避
遁
月
の
下

　
風
し
つ
か
な
る
水
は
清
潔

　
鴛
か
も
s
睡
眠
ふ
か
き
池
の
面

　
誘
引
す
る
か
魚
そ
数
そ
ふ

（
一
ウ
）

　
日
の
移
り
近
所
よ
り
先
暖
に

　
ひ
ら
く
る
梅
の
優
美
な
る
か
け

　
た
の
ま
ぬ
も
音
信
あ
る
や
春
の
宿

　
後
も
忘
れ
し
人
の
懇
切

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
マ
マ
　

　
さ
か
つ
き
は
重
畳
し
て
や
め
く
ら
む

　
か
た
る
席
に
月
も
懲
勲

朝永宰左　鶴
臣相相大
　　　弁　丸

宰左中四　言
相大納辻継
　弁言

按宰新院曼朝基
察　相　宮殊臣孝

相新院曼
　宰宮殊

散
そ
ふ
や
桐
の
零
落
秋
に
み
て

穏
便
な
ら
ぬ
風
そ
身
に
し
む

ゆ
か
ち
か
く
狼
籍
に
鳴
虫
の
声

打
な
か
め
つ
s
閑
居
さ
ひ
し
き

後
前
の
世
を
は
か
り
な
く
思
惟
し
て

年
の
く
る
s
は
案
内
も
な
し

機
嫌
を
は
は
か
ら
す
雪
に
た
つ
ね
こ
よ

積
る
う
ら
み
を
な
に
と
陳
放

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
以
下
欠
）

天
文
十
七
年
八
月
廿
八
日

　
歓
喜
天
御
法
楽

　
　
第
八

　
畳
字
連
歌

山
い
く
重
月
遅
速
あ
る
千
里
哉

秋
に
を
し
な
み
行
立
す
る
暮

虫
の
音
も
風
聞
な
か
ら
野
を
分
て

か
へ
る
さ
い
そ
く
道
は
遼
遠

う
つ
ろ
へ
る
花
に
無
骨
の
春
の
雨

か
す
む
雲
ゐ
は
幽
玄
に
見
ゆ

鐘
の
音
や
朦
朧
と
し
て
明
ぬ
ら
ん

か
た
り
つ
く
せ
る
夜
半
の
俳
徊

中四朝永宰左　言　按
納辻臣相相大継　察
言　　　　　弁

按宰新
察相

中四院曼　按
納辻宮殊察
言

中山宰左
納科相大
言　　弁

長朝基
雅臣孝

永
相
朝
臣
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（一

E
）

　
出
入
の
袖
も
あ
ま
た
の
門
の
前

　
つ
な
け
る
駒
の
髪
は
髭
督
　
　
　
　
　
　
轍
蹄

　
を
し
へ
い
ま
祝
着
し
た
る
法
の
道
　
　
　
纏
酵

　
塵
の
う
き
世
に
故
障
も
そ
あ
る
　
　
　
　
長
雅

　
を
う
か
な
る
身
を
恥
辱
と
も
歎
き
て
　
　
敦
撒
弁

　
窓
に
つ
み
を
く
文
は
練
達

　
と
ふ
ほ
た
る
須
奥
に
み
て
こ
そ
過
ぬ
め
り
鰻
酷

　
く
る
s
木
か
く
れ
誰
も
納
涼
　
　
　
　
　
按
察

　
奇
特
に
も
夜
を
ま
つ
月
の
空
晴
て
　
　
　
故
撒
弁

　
秋
の
色
し
も
自
然
な
ら
す
や
　
　
　
　
　
長
雅

　
置
わ
た
す
露
燗
慢
と
わ
く
る
野
に
　
　
　
醒
酬

　
か
り
ほ
す
稲
場
民
は
珍
重
　
　
　
　
　
　
按
察

　
し
は
ノ
＼
も
難
渋
す
る
な
御
調
　
　
　
　
軸
縦
言

（
二
故
路
は
る
け
く
舟
は
葉
　
　
軸
網
・

　
つ
れ
な
さ
を
い
ふ
も
我
身
の
説
謬
に
て
　
願
鰍

許
容
せ
ね
と
も
た
の
む
中
た
ち
　
　
　
　
轄
猷
弁

　
返
答
は
程
も
へ
ぬ
へ
し
忍
ひ
文
　
　
　
　
新
相

　
月
の
暮
に
は
用
捨
も
や
あ
る

　
山
の
端
の
霧
は
大
概
た
ち
き
え
て
　
　
　
軸
榊
言

　
ま
た
は
つ
秋
の
露
は
旭
弱
　
　
　
　
　
　
按
察

　
　
　
　
　
　
　
マ
こ

　
き
す
も
な
く
ま
ろ
ふ
玉
を
秘
蔵
し
て

　
何
の
う
へ
に
も
お
も
へ
徳
失
　
　
　
　
　
季
遠

　
う
た
て
あ
り
け
る
人
の
偉
薄

　
し
る
し
ら
す
混
合
し
た
る
市
の
声

　
夕
立
き
ほ
ふ
雲
は
連
続

　
水
も
い
ま
動
揺
の
み
の
川
つ
ら
に

　
あ
ら
き
波
に
や
魚
の
廃
忘

（
三
）
　
ふ
く
か
せ
を
物
に
た
と
へ
は
強
訴
に
て

　
た
ひ
た
つ
け
ふ
の
み
ち
は
逼
迫

　
さ
く
と
み
て
惣
別
花
は
ち
る
物
を
　
　
　
鰻
酷

　
向
後
し
ら
は
や
春
の
落
着
　
　
　
　
　
　
按
察

　
と
し
く
に
鍛
錬
し
て
そ
か
へ
る
鷹

　
な
か
む
る
山
の
雲
は
懇
篤
　
　
　
　
　
　
醒
酷

　
推
量
も
お
よ
は
す
た
か
き
富
士
の
嵩

三
㌃
き
佳
競
を
う
つ
し
絵
の
跡
　
凝
弁

　
渡
世
す
る
海
士
の
し
わ
さ
を
ち
か
く
み
て
季
遠

　
水
の
底
に
や
亀
は
沈
倫
　
　
　
　
　
　
　
按
察

　
と
ふ
占
に
口
吉
の
あ
ら
は
い
か
s
せ
ん
　
践
鰍

　
身
の
上
し
ら
ぬ
入
は
安
平
　
　
　
　
　
按
察

　
今
日
い
く
か
ふ
か
き
雪
に
も
高
臥
し
て

　
途
中
に
送
る
旅
や
も
の
う
き
　
　
　
　
　
按
察

　
故
郷
は
所
存
の
外
に
へ
た
」
り
ぬ
　
　
　
軸
綱
言

　
参
差
し
つ
れ
は
い
ふ
か
ひ
も
な
し
　
　
　
新
相

　
う
ら
む
る
を
道
理
と
た
に
も
お
も
は
す
や
轄
撒
弁

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
山
科

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
中
納
言

院曼　按中山院曼宰左
宮殊察　納科宮殊相大
　　　　言　　　　　弁
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丁
寧
を
つ
く
し
て
み
ゆ
る
は
な
む
け
に

　
月
の
地
蓋
か
な
か
き
さ
か
も
り

　
竹
の
葉
に
習
日
ま
て
も
露
を
き
て

　
先
夜
の
雨
の
名
残
り
あ
る
秋

　
冷
然
は
た
れ
も
ひ
と
し
き
空
な
れ
や

　
数
奇
の
み
ち
と
て
寄
を
こ
そ
よ
め

　
い
や
し
き
は
傍
題
の
み
の
心
か
は

　
薦
次
も
な
く
て
な
ら
ふ
累
く

　
い
か
さ
ま
に
又
全
盛
の
世
な
ら
ま
し

　
た
s
ま
も
れ
と
や
人
の
遺
誠

　
な
へ
て
そ
の
人
の
心
は
胡
乱
に
て

　
虚
言
は
か
り
の
中
は
た
る
ま
し

（
三
ウ
）

　
あ
や
ま
ち
も
好
色
な
る
や
お
ほ
か
ら
ん

　
月
に
は
こ
よ
ひ
た
れ
か
参
会

　
霧
の
ま
に
う
か
へ
る
舟
は
巨
多
な
れ
や

　
か
せ
に
や
秋
の
雲
は
逃
散

　
山
科
の
山
の
岩
ね
は
堅
固
に
て

　
そ
め
ぬ
松
を
も
し
く
れ
催
促

　
つ
れ
な
き
も
花
は
端
的
さ
き
ぬ
へ
し

　
歩
行
を
せ
は
や
春
の
さ
と
ノ
＼

　
結
構
は
か
す
み
の
錦
お
り
た
ち
て

　
窓
に
む
か
へ
は
山
は
歴
然

新
宰
相

四
辻
中
納
言

国
光

永
相
朝
臣

院曼按
宮殊察

按院曼中山中四　　国
察　宮殊納科納辻　光
　　　　言　言

按朝基
察　臣孝

山
科
中
納
言

新中四
宰納辻
相言

国
光

　
何
の
み
ち
も
琢
磨
す
る
こ
そ
か
た
か
ら
め
鰻
酷

　
士
さ
へ
辛
労
ひ
ろ
き
千
町
田

　
農
業
を
わ
す
れ
ぬ
民
は
か
し
こ
く
て
　
　
軸
縦
言

　
い
の
る
か
う
へ
に
な
を
や
立
願
　
　
　
　
按
察

．
名
冨
な
き
や
世
に
も
な
か
く
は
た
も
つ
ら
ん
塾
。

　
さ
ら
に
こ
の
た
ひ
歓
喜
し
て
け
り

律
儀
に
も
い
ひ
し
た
か
へ
ぬ
契
り
に
て

　
必
定
に
と
ふ
暮
こ
と
の
空

　
は
る
s
夜
を
か
ね
て
も
月
の
瑞
相
に

　
い
つ
よ
り
山
の
色
を
改
易

　
露
霜
を
謹
拠
に
秋
や
更
ぬ
ら
ん

物
い
は
ぬ
上
も
み
よ
や
厳
重

草
も
木
も
な
ひ
く
聖
代
う
れ
し
く
て

　
こ
の
手
か
し
わ
の
表
裏
あ
ら
め
や

　
奈
良
坂
や
た
れ
難
銀
に
思
ふ
ら
ん

　
し
ら
ぬ
道
を
は
猶
予
し
て
ゆ
け

　
つ
く
杖
に
か
s
る
も
老
の
除
力
に
て

　
な
を
万
年
を
あ
ふ
く
わ
か
君

（
名
ウ
）

　
つ
か
ふ
る
に
身
の
昇
進
も
あ
り
ぬ
へ
し

　
入
眼
う
れ
し
き
こ
の
懸
召

　
引
き
つ
れ
て
屋
従
も
お
ほ
き
春
の
庭

　
か
す
み
の
袖
も
人
の
行
粧

院曼　按
宮殊察

院曼　按中四宰左　按院曼中四
宮殊察　納辻相大察　宮殊納辻
　　　　言　　弁　　　　　言

中四中山宰左
納辻納科相大
言　言　　弁

左
大
弁

宰
相
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さ
く
花
の
容
顔
さ
ら
に
色
そ
ひ
て

夜
も
深
更
に
月
そ
さ
え
ぬ
る

毎
秋
を
か
た
る
か
中
も
い
は
ふ
ら
ん

道
し
お
も
ふ
は
た
れ
も
長
久

御
製
　
十
九
句

　
曼
殊
院
宮
　
十
五
　
　
鶴
寿
丸

　
按
察
　
　
　
十
七
　
　
基
孝
朝
臣

　
山
科
申
納
言
九
　
　
　
永
相
朝
臣

　
四
辻
中
納
言
十
ご
　
　
長
雅

　
左
大
弁
宰
相
十
三

八四ニー
按　長院曼朝永
察　雅　宮殊臣相
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